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（3）成果の公表（活動発表・論文執筆等）
　研究成果は学生が卒業論文にまとめ、教員は学内
研究発表会で報告を行った。さらに、活動の成果を
おにぎりレシピ集としてまとめた。

（1）活動計画
　ヒカルの碁に始まる囲碁ブームは、AIの進展に
より再び脚光を浴びている。子ども達にとっては柔
らかい頭脳を活性化させると共に礼儀作法やルール
遵守を身に付ける効果もある。地域で学ぶ子ども達
を対象として、プロ棋士の指導を含め棋力向上を目
的とした囲碁教室を開催する。また地域の子どもを
指導する大人の棋力向上と、高齢者の健康維持を目
的とした団体戦を並行して実施する。

（2）活動内容
　全県的に中止が相次いでいた各種囲碁大会であっ
たが、本学で開催された上記大会は、コロナ禍が一
時的に収まっていた合間を縫って、奇跡的に行うこ
とができた。しかし警戒感は高く、通常行われてい
た時の参加グループ、参加者に比べ半数程度になっ
てしまった。それでも、地域における囲碁の普及や
棋力の向上を図る、プロ棋士を招いての子ども教室
の開催や年齢の枠を越えての老若男女の交流を目指
す団体戦の開催は、一つの光明を与えるものになった。

（3）活動の成果
　1チーム3名からなる団体戦に26チーム78名が参加、

ヒカルの碁には17名が参加した。これは通常時の約
半数の参加にとどまったとは言え、久しぶりの大会
に囲碁愛好家には大いに喜ばれた。囲碁の普及、棋
力向上に尽力する松本大学は、すでに日本棋院から
その功績に対し表彰されており、今回もその延長線
上に位置づけられた成果だったと言える。特にヒカ
ルの碁に参加した少年少女や団体戦に出場した子ど
も達は、プロ棋士の指導碁を受けることが出来たた
め、同伴した保護者からも高く評価していただいた。
囲碁愛好家の中での松本大学に対する評価や今後の
大会継続への期待も高まったと思われる。また本学
学生の大会準備への支援もあり、円滑な大会運営が
できており、この点でも参加者や棋院関係者から高
い評価を受けている。

（4）成果の公表
　名誉学長の住吉廣行が投稿した記事が「信州囲碁
新報」（2022年4月1日号）に掲載された。

10．「ヒカルの碁（子ども囲碁教室）」及び「中南信地区団体戦親睦囲碁大祭」の開催

名誉学長　住吉　廣行
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